
 

 

 

 

 

 

④ ９月 26 日(木) 

 「備えて安心！防災講座」 

⑤10 月 24 日(木) 

 「懐かしきエレキサウンド」 

⑥11 月 21 日(木) 

 「楽しく脳トレ 健幸音楽♪」 

※時間：全日 9:30～11:30 

◇◇◇ 親子ふれあい交流会 ◇◇◇ 

～スポーツの秋、 

グラウンドゴルフを体験してみませんか？ 

・日 時：１０月２０日（日） 

午前９時３０分～１２時００分 

・場 所：手子林公民館 グラウンド 

・定 員：親子１０組（先着順） 

（お子様のみの参加も可） 

・申込み：９月３０日(月)までに公民館へ（お電話でもＯＫ） 

◎協力：手子林グラウンドゴルフクラブ  ◎主催：手子林愛育会 

２種のしっとり蒸しケーキづくり 

～異文化交流、イランの伝統お菓子マムールと 

チャイの試食のおまけ付き！～ 

▶日 時：１１月２日（土） 

        午前 9時 30 分～11時 30分 

▶人 数：１６人(先着順)   ▶費 用：８００円 

▶持ち物：エプロン、マスク、ハンドタオル、ふきん 

▶申込み：９月７日(土)から費用を添えて 

公民館へ来館ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月１日 

発 行 手子林公民館 

電 話 565-2668 

 

９月 2５日(水) 

午前 10時 ～ 11時 

 

９月６･13･20･27 日(金) 

午前 10 時～11 時 30 分 
○毎週火曜日 ○16 日=敬老の日 

○22 日=秋分の日 ○23 日＝振替休日 

 
日 月 火 水 木 金 土
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親子で挑戦‼   『グラウンドゴルフ』 

裏面も 見てね！ 



 

 

新刊情報

～親子ふれあいリトミック～ 
○ママ、パパと、リズムにあわせて、楽しくあそぼう！ 

▶日 時：10月 16 日・23日・30日（水） 

全３回 午前 10 時 30分～11 時 30 分 

▶対 象：未就園児と保護者 ９組（先着順） 

▶費 用：無 料 

▶持ち物：動きやすい服装、飲み物 

親子とも上履き（素足でも OK） 

▶申込み：受付中（お電話でも OK） 

 

第
１
７
１
回 

芥 

川 

賞 

『サンショウウオの四十九日』朝比奈 秋 著  

  同じ身体を生きる姉妹、その驚きに満ちた普通の人生を描く。周りからは一人に見える。でも私の

すぐ隣にいるのは別のわたし。――三島賞受賞作『植物少女』の衝撃再び。最も注目される作家が医

師としての経験と驚異の想像力で人生の普遍を描く、世界が初めて出会う物語。 

直 

木 

賞 

第
１
７
１
回 

『バリ山行』松永K三蔵 著  

  会社の付き合いを極力避けてきた波多は同僚に誘われるまま六甲山登山に参加する。職場で孤立し

ているベテラン社員妻鹿があえて登山路を外れる難易度の高い登山「バリ山行」をしていることを知

ると……。圧倒的生の実感を求め、山と人生を重ねて瞑走する純文山岳小説。 

『ツミデミック』一穂 ミチ 著  

  大学を中退し、夜の街で客引きのバイトをしている優斗。ある日、バイト中に話しかけて

きた大阪弁の女は、中学時代に死んだはずの同級生の名を名乗った。過去の記憶と目の前の

女の話に戸惑う優斗は―「違う羽の鳥」ほか５話・・・・。鮮烈なる”犯罪”小説全 6 話 

『神
かみ

坐
いま

す山の物語』浅田 次郎 著 

書下ろし短編と単行本未収録短編を加え、浅田版「御嶽山物語」、遂に完結。 

奥多摩の、太古から神を祀ってきた霊山・御嶽山の上にある村。そこにある神官屋敷は浅田氏の

実家である。彼が少年だったころ、美しい伯母から聞かされた怪談めいた夜語り。それは怖いけれ

ど、美しくも哀しく、どれも引き込まれるものばかりだった。 

『クスノキの女神』東野 圭吾 著 

神社に詩集を置かせてくれと頼んできた女子高生の佑紀奈には、玲斗だけが知る重大な秘密があった。 

一方、認知症カフェで玲斗が出会った記憶障害のある少年・元哉は、佑紀奈の詩集を見てインスピレー

ションを感じる。玲斗が二人を出会わせたところ瞬く間に意気投合し、思いがけないプランが立ち上がる。 

不思議な力を持つクスノキと、その番人の元を訪れる人々が織りなす物語。待望のシリーズ第二弾！ 

『母の待つ里』浅田 次郎 著 

40 年ぶりに帰るふるさとで待っていたのは、初めて会う〈母〉だった――。大企業の社長として孤独を

抱える松永徹。退職と同時に妻から離婚された室田精一。親を看取ったばかりのベテラン女医・古賀夏生。

人生に疲れた三人が選んだのは「里帰り」だった。囲炉裏端に並ぶ手料理や不思議な昔話。母と過ごす時

間が三人を少しずつ変えていく……すべての人に贈る感涙の物語。ふるさとを、あなたへ。 


